Exeter での短期留学を終えて by 轡田 志穂
















たので IELTS の準備は結構しっかりやったと思います。特に Writing が苦手だったので，４年の秋から週に
１回，大学の英語科の先生ところに模擬試験１回分の Writing を持って行って直してもらう，というのを続
けていました。Speaking 対策としてはその英語科の先生と書いた内容について少し Discussion したのと，
春休みに１週間東京の British Council に通って備えました。Listening 対策には Podcast の BBC や CNN を
気が向いたときに聞いていました。Reading については特に何もせず過去問を解いていました。使った参考
書は
・はじめての IELTS ―英国留学試験 改訂版 石谷由美子ほか
・STEP UP TO IELTS Self-Study Students Book Vanessa Jakeman ほか
・Cambridge IELTS 5 Self-Study Pack Cambridge ESOL
・Cambridge IELTS 6 Self-Study Pack Cambridge ESOL
・Improve Your IELTS Writing Skills Sam McCarter, Norman Whitby





す。お勧めなのは British Council の IELTS 対策の One day workshop です。














PMS はイギリス国内の医学部の中でも先進的な教育をしていて，１年の時から Problem Based Learning






























生と一緒に Clinical Placement，残りの３週間が３年生と一緒に Special Study Units（SSU）を行うという
ものでした。Clinical Placement というのが日本での病院実習と同じように各科に配属されることを指し，
SSU とはあるテーマについて３週間臨床の場や研究室，病院外で勉強し，２０００語のレポートにまとめて提
出する，という単元のようです。私は希望通り，１週目に Emergency Medical Unit を選択し，２～４週目に
































実習開始。PMS の Reception に行き，樋口さんと一緒にオリエンテーションを１５分ほど受けた後 PMS
building の中と病院内を案内してもらいました。そのあと Emergency Department に連れて行ってもらっ
て consultant の Dr. Russell O’Brien に紹介されました。４年生が一緒に実習開始予定だったのに２人とも
風邪で休んでいてとても残念でした。今週の学習テーマは Acute severe headache なので実習の導入とし
て Neuroanatomy を総復習しました。Dr. O’Brien とマンツーマンで２時間質問され続け，英語で解剖用語
が出てこなかったこともあり，まだ実習が始まったばかりなのにげっそりしてしまいました。





chest）と shortness of breath を訴えるおばあちゃん。喘息もちなので肺が過膨張していて心音が聞こえま
せん。呼吸音は正常。心電図をとったらリズムは不整，Premature ventricular contraction（PVC）があっ
て ST 低下，T 波が陰転化しています。おそらく木曜日に心筋梗塞を発症していたと思われます。このおば
あさんは診察してもらった後 Sorry for bothering you と言っていて，Robert 曰く「ロンドンの患者はどん
な治療をしてほしいかなどの主張が激しく rude な人もいるが，エクセターの患者は nice and polite で遠慮
がちなため受診が遅くなりがちだ」そうです。
RD&E Hospital の main entrance
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３月２日（火）
朝８時 か ら の ward round に 参 加 し ま し た。
consultant が若手ドクターと一緒に新患を診て回りま
す。だいたい consultant１人に患者は５人ぐらいです。


























午前中は ward round,morning report に参加した後，胸痛の患者をあててもらって問診・身体所見をとり
ました。午後にその患者を consultant にプレゼンをしたら「前回よりだいぶ良くなったけどもっとこうす
るといいよ」とアドバイスをもらい，「明日は呼吸困難の患者の医療面接をしたらプレゼンを聞いてあげる
よ」と言ってもらいました。４時からは４年生と一緒に Anaphylactic Shock の講義にでました。この講義





金曜日は４年生は Academic Day ということで病院には行かずに Telesession をうけたり Small Group









は帰っていてできなくて残念でした。EMU は先生も学生も「ここは chaos だから大変だよ」と言っていて，
実際本当にそうでしたが，それも今日で終わりかと思うと寂しかったです。
◎St Leonards Practice での GP実習（３月８日～３月２６日）









・Sir Denis Pereira Gray 先生について
GP での実習は，医師と患者のコミュニケーションのモデルについて紹介してもらい，それについて学
生・先生と Discussion するというのが主な内容でした。常に『先生からのレクチャー』というより『一緒
に考える』というスタイルがとられましたが，この GP での実習の Tutor である Sir Denis Pereira Gray と
いうお名前の先生とほとんど一緒に行いました。St Leonards Practice は Sir Denis のおじいさんによって
作られた GP です。Sir Denis もここで働いていましたが，その後ヨーロッパ初の Post Graduate University
Department of General Practice を Exeter 大学に作り，そこで教授をされていました。多くの本も執筆さ
れていて，これらの数々の功績によりエリザベス女王によって Knight に任命されました。だから Dr では

























Dr Harding & Sir Denis
（SDL=Self Direct Learning，この時間は GP での診察を見学したり，RD&E Hospital の小児科で実習を行ったりしました）
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最初に医療面接の Models について Discussion しました。PMS の学生は Calgary-Cambridge Observation



















SDL の時間に Dr. Harding に先生を紹介してもらい，その先生の診察を見学する事ができました。途中
何人かの患者さんと直接話すことも出来ました。３年生の Joe 曰く，イギリスでは１０人に１人がうつ病だそ
























け，また history taking に長けているために出来る技だ





GP での実習の新しい試みとして Dr. Harding が診察しているのを中継し，他の部屋で Sir Denis と学生
達がその様子を見ながら Calgary-Cambridge Observation Guide に沿って評価し Discussion する，という
方法を行いました。自分の診察の様子をビデオで撮って上級医と一緒に見直す，というのは若い GP の教育
によく用いられるようですが，学生実習に用いるのは初めてだそうです。この方法の一番のメリットは non-







滞在中に PMS の Sub Dean である Dr. Mabin と会う約束をしていました。彼は小児科医であり，現在
Neonatal Unit を担当しているため彼の朝の回診に一度参加しないかと誘われました。私は将来小児科医を





















◎Applied Medical Knowledge Test（AMK）











たと思います。病棟での実習だけでなく，Teaching や Clinical Skill に参加することでより多くの学生と知
り合うことができ，現地の学生の雰囲気を知ることができました。










でいるようでした。GP 制度の最大の利点は Continuity of care であり，同じ GP にかかり続けることにより
①信頼関係が深まり治療のコンプライアンスが上がる②過去の病歴や治療データが１ヵ所にまとまっている
③不要な Hospital の受診を抑えることができ Hospital に勤める医師の負担を減らし，医療費を削減でき
る，という患者と医師に win-win の結果がもたらされるという点です。GP での実習でもらった文献の中に
「多くの患者は，高度な医療を提供してくれる専門医よりも GP に満足している」というものがあり，イギ
リスで GP がいかに重要な役割をはたしているかが窺えます。しかし採血やレントゲンを撮るために他の















































山城教授，IELTS の準備の際大変お世話になった Lesley 先生，財団との手続きや実習の調整を行ってくだ
さった学務課の方々，一緒に４週間実習を行った岩手医科大の樋口さん，協力してくれた大学の友人，家族
にも心から感謝しております。
※質問等ありましたら s.kutsuwada@gmail.com までご遠慮なくメールでお問い合わせください。
◎実習期間中の経費
航空券 １１３，２００円
交通費（平日・休日の電車，バス，タクシー代） £２０４．８５
滞在費（寮，コインランドリー）£２３０．０３
宿泊費（イギリス到着時のロンドンのホテル代，毎週末の一泊旅行） £１８６．１６
食費・雑貨（スーパーでの買い物，カフェテリア・病院食堂での食事，休日の外食）£２９２．４８
通信費（携帯電話本体＋Sim Card） £２９．９９
娯楽費（週末の観光，ミュージカル鑑賞，お土産代）£１７５．７５
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